
新型コロナウイルスに関連して
・世界各国で起きた事象
・⽇本の医療供給体制の問題点
・今後の⺠間保険で考慮すべき点

⽇本保険医学会副会⻑ 内⼭武史
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「新型コロナウイルス」とは、どのようなウイルスですか。
• 「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」はコロナウイルスのひとつです。コロナウイルス

には、一般の風邪の原因となるウイルスや、「重症急性呼吸器症候群（SARS）」や2012年

以降発生している「中東呼吸器症候群（MERS）」ウイルスが含まれます。

• ウイルスにはいくつか種類があり、コロナウイルスは遺伝情報としてRNAをもつRNAウイ

ルスの一種（一本鎖RNAウイルス）で、粒子の一番外側に「エンベロープ」という脂質か

らできた二重の膜を持っています。自分自身で増えることはできませんが、粘膜などの細胞

に付着して入り込んで増えることができます。

• ウイルスは粘膜に入り込むことはできますが、健康な皮膚には入り込むことができず表面に

付着するだけと言われています。物の表面についたウイルスは時間がたてば壊れてしまいま

す。ただし、物の種類によっては24時間～72時間くらい感染する力をもつと言われています。

手洗いは、たとえ流水だけであったとしても、ウイルスを流すことができるため有効です

し、石けんを使った手洗いはコロナウイルスの膜を壊すことができるので、更に有効です。

（以下略）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q2-1
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⾵邪の原因

https://hc.kowa.co.jp/kansen-taisaku/learn/part01/index.html

埼⽟県の新型コロナウイルス発症者数の推移

• https://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/surveillance/covid-19.html

9

10



全期間における感染原因別発⽣者数の推移

• https://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/surveillance/covid-19.html

現場から⾒た違和感
•千代⽥区のビル診療所
• 発熱外来無し・⾃費PCR検査約3万件・海外渡航⽤が9割

•初期の中国の対応・欧⽶の死亡率の⾼さ
•初期の国境制限・初期の県境制限
•⾏動制限と陽性者数
•スケープゴート（パチンコ店、タクシー他）
•アベノマスク
•ワクチン接種
•病床確保
•無料PCR検査
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https://news.yahoo.co.jp/articles/216f9e9d0ce296dd9420ccc402ecb14559fa82d7?page=3

・世界各国で起きた事象
•特徴的な対応をした国々

• スウェーデン

• イギリス

• ⽶国

• 中国
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・⽇本の医療供給体制の問題点
•パンデミックに対する指揮系統の不備

•通常の保険診療と医療費公費負担

•ワクチン接種の問題

次の感染症へ司令塔新設「危機管理庁」⾸相15⽇表明（⽇本経済新聞6⽉15⽇）
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今後の感染症対策のポイント（⽇本経済新聞6⽉5⽇）

・今後の⺠間保険で考慮すべき点

•定義の動揺
• 第2類・第5類問題
• みなし⼊院（宿泊・⾃宅・⾃主療養）問題
• みなし陽性問題
• みなし死亡問題
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⼊院給付⾦続く⾼⽔準
⽀払額、震災の死亡保険超す 「無症状も対象」⽭盾指摘も

•新型コロナウイルスの流⾏に伴い、⽣命保険会社が契約者に⽀
払う⼊院給付⾦が2011年に起きた東⽇本⼤震災の死亡保険⾦を
上回った。請求が相次いだ4⽉だけで500億円を超え、なお⾼⽔
準が続く。各社は⼈員を増やして対応するが、⽀払業務は遅れ
気味だ。実際に⼊院していなくても給付⾦を受け取れる措置の
⾒直しを求める声も広がっている。

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO61751440V10C22A6EE9000/

•⽀払額が膨らむ⼊院給付⾦だが、実際に⼊院した患者からの請
求は全体の1割前後にとどまる。残りは陽性と判定されたにも
かかわらず、⾃宅などで療養する「みなし⼊院」が⼤部分を占
める。医療機関で治療しなくても実際に⼊院したとみなして給
付⾦を⽀払う措置だ。⽣保協によれば、加盟社がみなし⼊院で
⽀払った給付⾦は計1452億円にのぼる。
•第6波の中⼼だったオミクロン型は重症化率が従来より低い傾
向にある。数⽇の静養で通常の⽣活に戻れる場合が少なくない
⼀⽅、軽症や無症状なのに給付⾦を受けられる現状に⽭盾を覚
える向きが業界内で強まっている。

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO61751440V10C22A6EE9000/
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「コロナ死」定義、⾃治体に差…感染者でも別の死因判断で除外も

2020年6⽉14⽇読売新聞オンライン https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20200614-OYT1I50022/

コロナ禍に⽣命保険を“追加で加⼊”した⼈が6割以上
今年保険を⾒直す予定「あり」64.2％
『新型コロナウイルス感染症の流⾏による⽣命保険加⼊への影響調査2022』

https://www.navinavi-hoken.com/articles/life-entry-covid19-2022
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